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本日は、隅田川を屋形舟に揺られて船上からの花

見例会です。

　家族友人の参加された皆様ようこそいらっしゃ

いました。今年は開花が早く葉桜見物になってし

まいましたが、美味しい料理を頂きながら楽しい

一時をお過ごし下さい。

　この企画は4年前にも行われましたが、私が都

合付かず参加出来なくて残念に思っていました。

そこに参加した方々から良かった話ばかり聞かさ

れたものですから、どうしても来てみたくなり、

また、新会員が増えたこともあり、もう一度企画

して頂きたいとクラブ管理運営委員会に無理をお

願い致しました。担当の皆さん有難う御座いまし

た。

　この川の東側に面する隅田川区の堤防は、俗に

墨堤と言われるそうですが、堤防の桜は、4代将

軍家綱が常陸(ひたち)国(こく)の桜川の桜を移植

したのが始まりで、その後8代将軍吉宗が100本の

桜を植えて地元の名主に管理させたようです。当

時は1本桜を見るのが主流でしたが、100本もの桜

が1箇所に植えられることは画期的な事だったそ

うです。

　この100本の目的は、吉宗の知恵で、当時大水

で良く決壊した堤防を作り直すために、多くの見

物人が集まって地面を踏み固めるようにと考えた

そうです。他の各地に川沿いの桜の名所が多いの

はこの知恵が広がっていったからだそうです。

　その後は、寿命が来る度何度も植え替えされ、

初めはヤマザクラばかりだったのが、明治の中頃

からソメイヨシノ（オオシマザクラとエドヒガン

の交雑種）やシダレザクラ等に代わって来たそう

です。また本数も現在では、「隅田川の千本桜」

といわれるほどに、墨田区側約340本、対岸の台

東区側に約600本が植えられています。

　今日は、この後一緒にバスで帰られる方、宿泊

して行かれる方と夫々ですが、東京スカイツリー

も見えて近代的なコラボ風景も入っている中、桜

に纏わる歴史を感じながら大名気分で楽しんで良

い思い出をつくって下さい。

４月のプログラム

1271回 12:30

4月12日(木)

ニューウェルサンピア沼津 

クラブフォーラム⑥ 

次年度に向けて　理事会⑪

1272回 12:30

4月19日(木)

ニューウェルサンピア沼津 

地区研修・協議会報告 登録参加者

1273回 12:30

4月26日(木)

ニューウェルサンピア沼津 

外部卓話　クラブ管理運営

クラブ管理運営委員会報告

★出席報告（会員総数 28 名）

例　会 会員数 出席数 ＭＵ 出席率

1270 回 25 名 18 名 -   72.00% 

1268 回 26 名 17 名 4 名   80.76%

●欠席者( 7 名)

  久松　但、宮口雅仁、成田みちよ、重光　純、

  田村治義、上野祥行、山田和典

●他クラブへの出席者

　山田和典(4/2 沼津柿田川RC)　

　田村治義、山田和典(4/6　沼津RC)

会　　　長 宮島賢次 幹　　  事 山本宜司

広報委員長 成田みちよ 編　集　者 本村文一 

Rotary: Making a DifferenceRotary: Making a Difference 2017～2018年度

第27巻 32号

2018 年 4月7日

◆◆第 1270 例会　会長挨拶◆◆

● クラブテーマ ●
ク ラ ブ を 変 化 さ せ よ う

  沼津西ロータリークラブ週報沼津西ロータリークラブ週報  

例会場 : ニューウェルサンピア沼津 
例会日 : 毎週木曜日　12:30点鐘

事務局 ●TEL  055-961-2050(久松会計事務所内)

       ●FAX 055-961-2600(久松会計事務所内)

E-mail ●numawestrc@gmail.com

■■　本日のプログラム　■■ 

■隅田川　花見例会 ■
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幹 事 報 告

1.他クラブの例会変更等

①富士宮RC

　4月09日(月) 観桜例会 例会場変更 富士宮

  浅間 大社参集所

②富士山吉原RC

　4月12日(木) 祝寿の会（熱海さくらや）　

  MU11:30-12:30 於：ホワイトパレス　　　　  

2.連絡事項

①次回は、理事会がありますので、理事の方は出　

  席又協議資料の提出をお願いします。

②ガバナー事務局より、4月のロータリーレートは、 

  1ドル＝104円です。　　

隅田川　花見例会

 東京に花見に行ってきました。

原駅を13:30に出発し沼津駅を経由して16時過ぎに竹

芝桟橋に着きました。約2時間30分の行程で船での花

見を楽しみました。

初めに会長挨拶。船が揺れるんです。

まだ始まったばかりなので表情は硬いのでしょうか？

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　にこにこ

　　　　　　　　　

                     スカイツリーも

     　　　　　　　　家族の絆　　　　　　　

締めの挨拶は鶴田さん。いいお話でした。
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　先週の隅田川花見例会に参加した皆さんお疲れ様で

した。桜の花びらを見る事は出来ませんでしたが、楽

しい時間を共有できたことが何よりでした。

　春の到来と言えば暦では3月なのですが桜を見ると

実感いたします。「春の訪れを感じる瞬間ベスト5」

というあるアンケートでは、1位が桜の開花39.7%、2

位外出時に冬用のコートが必要なくなった16.6%、3位

新入学生・新社会人を見かけた13.3%、4位花粉症の症

状が出始めた10.4%、5位は朝起きられない・昼間の眠

気7.1%「春眠暁を覚えず」ですね。因みにこの言葉は

約1,300年前から使われています。

　また余談ですが変わった答えには、「変質者の

ニュースを見た時」などがありました。温かくなると

変な人が現れるようです。ということで、やはり日本

人は桜が一番ですね。開花予報に一喜一憂したり、雑

誌・TⅤ・ネットで名所の観光特集が組まれたりと、と

にかく日本人の心をとらえてやまない桜。その開花を

春の訪れと感じる人が最も多かったのです。昔から卒

業式・入学式は桜をバックに記念撮影、社会人になれ

ばお花見とイベントには付き物です。まあ社会人の場

合は、歓送迎会など宴会の口実になっている面も否め

ませんが。

　但し、昔からこの地域の桜の満開は4月上旬で、未

だに平年値は4月3日なのですが、近年は3月中に満開

を迎えるのが当たり前のように感じます。これも時代

の移り変わりになるのでしょうか。地球温暖化の影響

なのでしょうか。　

　ロータリーの関係でも春は、7月の新年度スタート

の準備が始まり次年度役員・各委員長は忙しい時期に

なります。既に地区チーム研修セミナー・会長エレク

ト研修セミナーが終わり、明後日は地区研修・協議会

があり、いよいよスタート位置についてというところ

です。鈴木年度が良いスタートが切れますようクラブ

全員一致団結して協力致したいと思います。会員の

皆様宜しくお願い致します。　

４月のプログラム

1272回 12:30

4月19日(木)

ニューウェルサンピア沼津 

地区研修・協議会報告 登録参加者

1273回 12:30

4月26日(木)

ニューウェルサンピア沼津 

外部卓話 静岡県庁地域外交課 杉村

ゴンボスレン・エルデネルハタン様

５月のプログラム

           5月3日(木)  祝日休会

1274回 12:30
5月10日(木)

ニューウェルサンピア沼津
外部卓話 青少年奉仕　理事会⑫

1275回 12:30
5月17日(木)

ニューウェルサンピア沼津　
ガバナー補佐期末訪問　

1276回 12:30
5月24日(木)

ニューウェルサンピア沼津　
会員卓話 鶴田龍聖君

1277回 12:30
5月31日(木)

ニューウェルサンピア沼津　
クラブ協議会⑤　次年度活動計画

クラブ管理運営委員会報告

★出席報告（会員総数 28 名）

例　会 会員数 出席数 ＭＵ 出席率

1271 回 27 名 23 名 -   85.19% 

1269 回 26 名 21 名 1 名   84.62%

●欠席者( 4 名)

  頴川ゆう子、神尾栄一、本村文一、山田和典

●他クラブへの出席者

　久松　但(4/10　沼津北RC)

●スマイル報告 

1.田村治義：誕生日のお祝いありがとうございます。

2.名古良輔：鈴木博行さん、写真を、いつも、ありが

  とうございます。

3.名古良輔：37ヶ月、連続、月100キロ走りました。

4.鈴木良則：来週、欠席します。

5.上野祥行：早退します。

会　　　長 宮島賢次 幹　　  事 山本宜司

広報委員長 成田みちよ 編　集　者 本村 文一 

Rotary: Making a DifferenceRotary: Making a Difference 2017～2018年度

第 27巻 33号

2018年4月 12日

◆◆第 1271 例会　会長挨拶◆◆

● クラブテーマ ●
ク ラ ブ を 変 化 さ せ よ う

■■　本日のプログラム　■■ 

■クラブフォーラム　次年度に向けて■

  沼津西ロータリークラブ週報沼津西ロータリークラブ週報  

例会場 : ニューウェルサンピア沼津 
例会日 : 毎週木曜日　12:30点鐘

事務局 ●TEL  055-961-2050(久松会計事務所内)

       ●FAX 055-961-2600(久松会計事務所内)

E-mail ●numawestrc@gmail.com
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幹 事 報 告

● 連絡事項

①本日は、理事会がありますので、理事の方は出席

  をお願いします。

②14日(土)の地区協議会は、沼津駅北口7:10集合出

  発です。　

理事会報告

1.報告事項

①千本浜海岸清掃の広報について

　沼津市役所を通じて沼津朝日と静岡新聞に報道依頼

  した。

2.協議事項

①花見例会会費一部返金したい件

　クラブ管理委員長　鈴木和憲　君

　当初飲食代は子供・大人一律であったが、子供は

　半額であったことから、徴収済みの会費半額分を

  返金 する。→承認

②5,6月の席次表の件　SAA　植松 正 君

　別紙のとおり承認

③5月度のプログラムの件 

　クラブ管理委員長　鈴木和憲　君　

　別紙のとおり承認

④千本浜海岸清掃の件　

　奉仕プロジェクト委員長　杉山真一 君

　平成30年5月13日(日)　午前9時30分集合

　加藤学園IAC生徒約20名及び沼津特別支援学校約10 

  名と実施。

  加藤学園に交通費を支給すること、メーキャップ

  扱いとすることをいずれも承認

⑤千本浜清掃予算の件　

　クラブ管理運営委員長　鈴木 和憲 君　→承認

⑥米山梅吉記念館春季例大祭出席に伴う祝儀の件

　4月21日(土)　祝儀として拠出することを承認。

⑦地区協議会交通費の件

　沼津北RC、沼津柿田川RCと相乗りとして、バス代

　及びバス内での飲食代を人数割りで負担すること 

　を承認 。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

 

クラブフォーラム

  次年度に向けて　次年度会長 鈴木 和憲 

　

　3月24日(土)のPETSに参加して、星野ガバナーエレ

クトは、｢新グループの定着とともに実りある1年に｣

と言っております。

また、RI会長エレクトのバリー･ラシン氏は、次年度

テーマを｢インスピレーションになろう｣でした。

　そこで、私はいくつかの目標を考えておりますが、

その中でも特に新しいチャレンジとして米山記念奨

学生の世話クラブになるという挑戦をいたいと考え

ております。

　今まで当クラブでは、実施したことが無いとの事

なので、会員の方々のご意見をお聞かせ願いたいと

思います。

　これは、次年度の懸案事項として取り上げ検討し

てゆきたいと思いますので、ご協力の程、宜しくお

願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　重光 次年度幹事 

　
頴川（　④　） 井上（　２　） 神尾（２，１） 宮口（　２　） 本村（　３　）

永井（　④　）

田村（３，１） 土屋（　④　）

植松（　④　） 上野（　２　） 山田（　④　）

-------------------------3月分出席一覧 -----------------------

久松(２，２) 宮島（④）+１

名古(　④　) 成田(　２　) 芹澤和(④)+２ 芹澤貞(　④　) 重光(３，１) 下原(３，１)

杉山（　④　) 鈴木博(　④　) 鈴木和(④)+２ 鈴木良(2,免除) 鶴田(2,2)+１

内田(0,1)休会 渡邉勝(　３　) 渡邉亀((2,免除) 山本(　④　)

例会出席％　　79 . 44　% 地区報告％     87 . 85　　%

氏名(ホームクラブ出席数、他クラブ出席数)＋超過出席数。丸数字はホームクラブ出席100%を示す。



1

　 

　

　今日は13年前に亡くなられた、クロネコヤマトの宅

急便を創ったヤマト運輸の元会長小倉昌男さんのお話

をします。小倉昌男さんは銀座新RCの会員でした。　

　ヤマト運輸はもともと関東を中心としたトラック運

送をしていました。三越デパートの配送の下請けもし

ていましたが、そういう仕事を全部やめました。宅急

便という今までどこにもなかったサービスが日本には

絶対必要だと信じた小倉さんは、「そんな事業上手く

いくはずがない」と社員全員が反対するのを押し切っ

てクロネコヤマトの宅急便を開発しました。今から42

年前の1976年サービス開始の初日の取り扱い個数は、

僅か11個だったそうですが、2016年では年間17億個以

上を取り扱い、私たちの生活に欠かせない、無くては

ならない仕組みになっています。

　クロネコヤマトのサービスは「ダントツのサービ

ス」でなければならない、と小倉さんは言っていたそ

うです。「ダントツのサービス」とは、お客様に百％

の満足を与えること。具体的には、約束した日に預

かった荷物を間違いなく傷つけないで配達し、お客様

との約束を絶対裏切らないこと、です。小倉さんが宅

急便事業を始めるにあたって掲げたスローガンが

「サービスが先、利益は後」という言葉です。

　小倉さんは「サービスが先、利益は後」というス

ローガンをクロネコヤマトのセールス・ドライバーに

言い続けました。利益は考えなくてよい。利益はダン

トツサービスの結果である。だから「サービスが先、

利益は後」というわけです。ヤマトの絶対目標は、

「お客様の立場に立って考える良いサービスの実行」

でした。

　小倉さんが言い続けた「サービスが先、利益は後」

というのは、「サービス」と「利益」の関係を理解し

ない人からは「きれいごと」と聞こえたかも知れませ

んが、ロータリアンならすぐに解ります。ロータリー

のモットーを凝縮した言葉に感じられるからです。

４月のプログラム

1273回 12:30

4月26日(木)

ニューウェルサンピア沼津　

外部卓話　静岡県庁地域外交課　杉村ゴ

ンボスレン・エルデネルハタン様

5月のプログラム

           5月3日(木)  祝日休会

1274回 12:30
5月10日(木)

ニューウェルサンピア沼津
外部卓話 青少年奉仕　理事会⑫

1275回 12:30
5月17日(木)

ニューウェルサンピア沼津　
ガバナー補佐期末訪問　

1276回 12:30
5月24日(木)

ニューウェルサンピア沼津　
会員卓話　鶴田龍聖君

1277回 12:30
5月31日(木)

ニューウェルサンピア沼津　
クラブ協議会⑤　次年度活動計画

クラブ管理運営委員会報告

★出席報告（会員総数 28 名）

例　会 会員数 出席数 ＭＵ 出席率

1272 回 26 名 20 名 -   76.92% 

1270 回 25 名 18 名 5 名   92.00%

●ビジター　上田貴彦様：沼津RC

●欠席者( 6 名)

  頴川ゆう子、井上武雄、下原満知子、鶴田龍聖、

上野祥行、山田和典

●他クラブへの出席者

　鈴木和憲、重光　純、神尾栄一、宮島賢次、芹澤

和子、下原満知子、田村治義、上野祥行(4/14　地

区協議会)

●スマイル報告  本日のスマイル （ 5,000  円 ）

1.久松　但：誕生日のお祝いありがとうございます。

2.永井克彦：来週欠席します。

3.神尾栄一：遅刻、すみませんでした。

会　　　長 宮島賢次 幹　　  事 山本宜司

広報委員長 成田みちよ 編　集　者 本村文一 

Rotary: Making a DifferenceRotary: Making a Difference 2017～2018年度

第 27巻 34号

2018年4月 19日

◆◆第 1272 例会　会長挨拶◆◆

● クラブテーマ ●
ク ラ ブ を 変 化 さ せ よ う

■■　本日のプログラム　■■ 

■地区研修・協議会報告　登録参加者■

  沼津西ロータリークラブ週報沼津西ロータリークラブ週報  

例会場 : ニューウェルサンピア沼津 
例会日 : 毎週木曜日　12:30点鐘

事務局 ●TEL  055-961-2050(久松会計事務所内)

       ●FAX 055-961-2600(久松会計事務所内)

E-mail ●numawestrc@gmail.com
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幹 事 報 告

1.他クラブの例会変更等

①富士宮西RC

4月20日金）ミツバツツジ植樹例会　於：朝霧アリーナ

②沼津柿田川RC

4月23日(月)→22日(日)モーニング例会　サインMU有り

2.連絡事項

①5月13日(日)の千本浜海岸清掃の出欠席をご記入くだ

さい。

②本日18:30より、研修会がありますので、出席される

方は、宜しくお願いします。

地区研修・協議会報告

鈴木和憲　次期会長

　4月14日（土）に山梨県甲府市のアピオ甲府にて、国

際ロータリー第2620地区2017-18年度の地区研修・協議

会に参加しました。そこでガバナーエレクトの星野氏

より、「グループの定着とともに実りある1年に」とい

う課題の中で「BE THE INSPIRATION」という2018－19

年度のRI会長テーマが印象的であったと言っています。

そして、良いインスピレーションになれるようなクラ

ブ運営やロータリー活動が出来るよう、共に邁進しよ

うと言っていました。

　そこでガバナーエレクトは、次年度のテーマは、各

ロータリアンがその地域で行う奉仕活動を通じて一般

社会にロータリーは何をしている団体なのかを浸透さ

せ、“DOINGU GOOD IN THE WORLD“を掲げる国際ロー

タリーとして、ロータリークラブはもとより、個々の

ロータリアンもその言動や行動を通じて、地域社会の

人々へも良いインスピレーションになれるよう努力す

ることを訴えられていると拝察しており、これは公共

イメージの向上にもつながるでしょう。

良いインスピレーションになれるようなクラブ運営や

ロータリー活動ができるように、共に邁進いたしまし

ょう。

2018-19年度　会員負担金

1.１RI人頭分担金　　　　US＄64/人･年

2.規程審議会年次賦課金　US＄1.50/人･年

3.地区資金負担金　　　　\21,000/人･年

2018-19年度 地区目標

1.会員増強･維持(2022年日本のロータリアン105,000人

を目標にしよう)

2.ロータリークラブ･セントラルの利用

3.ロータリー財団への寄付と補助金の積極的活用

4.ロ-タリー米山記念奨学会支援

　 ・奨学生支援[世話クラブ･カウンセラー引き受け]

　 ・寄付推進[\16,000/人･年以上]

5.地域社会のために奉仕活動をすることを通じて「ロ

ータリーの公共イメージの向上を図ろう

6.各委員会事業への理解と参加

7.ポリオを撲滅させよう

8. 2020年日本のロータリー100周年を祝おう

9.米山梅吉記念館への支援

10．2018-19年度ロータリー賞への挑戦

11．R.L.I(ロータリー･リーダーシップ研究会）の導入

を目指しロータリーの活性化を図ろう

12．新グループ編成の定着を目指し、新しい仲間を作

ろう　

13．地区大会(10月27,28)への参加

14．国際大会(ドイツ･ハンブルグ)2019年6月1日(土)～

5日(土)への参加　

＜青少年奉仕部会＞

  田村治義　次期奉仕プロジェクト副委員長　

　当分科会は78名登録のもと、ガバナーの挨拶から始

まり、青少年奉仕委員会委員長の司会によりインター

アクト小委員会、ローターアクト小委員会、青少年交

換小委員会、青少年交換学友小委員会の各委員長から

実施事項・具体的内容・実施予定時期・会場・予定経

費等についての説明がなされ、質疑応答が行われまし

た。次年度のインターアクト年次大会がホスト校：沼

津中央高校、提唱クラブ：沼津北RCで7月29日～30日、

ニューウェルサンピア沼津で開催されますのでご協力

願います。

  神尾栄一　次期公共イメージ向上委員長

　公共イメージ向上委員会は、ロータリーセントラル

の利用、地域社会のために奉仕活動をすることを通じ

て「ロータリーの公共イメージの向上」を図ろう、ポ

リオを撲滅させようの３つの地区目標が該当になりま

す。次年度はポリオデープロジェクトを通じてロータ

リーのイメージ向上を図っていきたいと思います。皆

様のご協力をよろしくお願い致します。

　

  重光　純　次期幹事

　アピオ甲府での地区研修・協議会に参加してまいり

ました。全体会議では、次年度の地区目標として、会

員増強、財団への寄付、米山記念奨学会支援、公共イ

メージ向上、RLIの導入、新グループの定着などの合計

14項目についての説明がありました。その後の分科会

では、10月24日の世界ポリオデーに向けて、9月1日か

ら10月23日までに全クラブで街頭募金活動を次年度も

行ってもらいたいとの依頼がありました。この点を含

め、次年度では皆様に様々なご協力をお願いすること

と存じますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。 



1

　 

　今日は、明後日28日が米山梅吉翁の命日になりま

すので、翁の生い立ちについてお話します。生前の

ご活躍には枚挙に暇がありませんので、掻い摘んだ

内容になりますがご容赦下さい。

　1868年慶応4年2月（大政奉還により10月に明治元

年となる）東京で三男として生まれました。父は大

和の国高取藩士（奈良県）、母は三島大社宮司の娘

でした。梅吉4歳の時に父が逝去。母の実家を頼り

に三島に移り、兄栄次郎が教師をしていた長泉の塾

の様な小学校映雪舎に学ぶ。抜群の成績に、その秀

才振りが米山家の目にとまり養子として迎えられま

した。

　米山家は旧今川から北条時代を経て400年も続い

た旧家で名主の家でした。不自由なく沼津中学に通

いましたが、飽き足らず15歳で出奔して東京へ向か

います。丸3日歩いて箱根を越え、横浜から汽車で

上京。17歳で東京府吏員採用試験に合格。資金を貯

めて20歳の時に渡米し働きながら勉学に励みました。

28歳で帰国。帰国時にアメリカをユニークに書いた

著書「提督彼理」（ペリーが帰国後アメリカ政府に

提出した復命書を元に）を、当時師事していた勝海

舟に見てもらったところ、大変喜ばれ題字墨書し出

版しました。

　この様に大変文才があり、自分で雑誌を創ったり、

東京で発行していた「穎才新誌」などに投稿を重ね、

載せてもらった原稿の数は後の夏目漱石と競ってい

たそうです。

　その後、幾度か職業を変えましたが知人の紹介で

三井銀行に入社が決まります。直ぐに頭角を現し、

翌年には近代的な欧米の銀行業務視察を命ぜられ渡

米、1年間視察し帰国。帰国後はその報告書が銀行

近代化の指針として長らく日本中の銀行で用いられ

ました。その功績があって日本で初めての信託銀行、

三井信託銀行を1924年に設立し初代社長に就任しま

した。東京ロータリークラブを発足させたのはその

4年前の1920年でした。

　社長を10年勤め退社後は、財団法人三井報恩会を

設立し、理事長として社会事業や文化事業への助成、

福祉活動に尽力しました。また、私財を投じ、緑岡

小学校（青山学院初等部、幼稚園）を創立し初代校

長となっています。また、1938年には、貴族院議員

勅撰。以来、ライ病の療養所を視察するなど、東北

から沖縄まで福祉活動の遍歴を続けました。

　しかし、米山自身も徐々に前立腺肥大に蝕まれ、

それが持病となって癌になり、1946年4月28日郷里

の長泉村の別荘で死去しました。ポールハリスと同

じ78歳でした。

5月のプログラム

           5月3日(木)  祝日休会

1274回 12:30
5月10日(木)

ニューウェルサンピア沼津
外部卓話 青少年奉仕　理事会⑫

1275回 12:30
5月17日(木)

ニューウェルサンピア沼津　
ガバナー補佐期末訪問　

1276回 12:30
5月24日(木)

ニューウェルサンピア沼津　
会員卓話　鶴田龍聖君

1277回 12:30
5月31日(木)

ニューウェルサンピア沼津　
クラブ協議会⑤　次年度活動計画

クラブ管理運営委員会報告

★出席報告（会員総数 28 名）

例　会 会員数 出席数 ＭＵ 出席率

1273 回 27 名 21 名 -   77.78% 

1271 回 27 名 23 名 2 名   92.59%

会　　　長 宮島賢次 幹　　  事 山本宜司

広報委員長 成田みちよ 編　集　者 本村文一 

Rotary: Making a DifferenceRotary: Making a Difference 2017～2018年度

第 27巻 35号

2018年 4月 26日

◆◆第 1273 例会　会長挨拶◆◆

● クラブテーマ ●
ク ラ ブ を 変 化 さ せ よ う

■■　本日のプログラム　■■ 

■静岡県庁　杉村 ゴン エルデネハタン様■

  沼津西ロータリークラブ週報沼津西ロータリークラブ週報  

例会場 : ニューウェルサンピア沼津 
例会日 : 毎週木曜日　12:30点鐘

事務局 ●TEL  055-961-2050(久松会計事務所内)

       ●FAX 055-961-2600(久松会計事務所内)

E-mail ●numawestrc@gmail.com
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●ゲスト

1.杉村 ゴン エルデネハタン様

●ビジター　

1.大野数芳様：沼津北RC

2.伊藤　毅様：沼津柿田川RC

●欠席者(   6   名)

　神尾栄一、永井克彦、成田みちよ、土屋昌之、

　上野祥行、渡邉勝也

●他クラブへの出席者

　山田和典(4/18　名古屋名駅ロータリークラブ)

　宮島賢次、芹澤貞治、鈴木和憲、渡邉勝也、永井 

　克彦、神尾栄一、杉山真一、植松　正、成田みち

　よ、山本宜司(4/19　研修会)　

　鈴木和憲、重光　純(4/20　会長・幹事会)

　宮島賢次、芹澤和子、鶴田龍聖、久松　但

　(4/21　米山梅吉記念館春季例祭)

　成田みちよ(4/23　沼津柿田川RC)

●スマイル報告　本日のスマイル （10,000  円 ）

1.大野数芳様(沼津北RC)：沼津西ロータリーの皆様、

　お久しぶりです。

2.渡邉亀一：誕生日のお祝いありがとうございます。

3.鈴木博行：入会記念日のお祝いありがとうござい

　ます。

4.鈴木良則：杉村様、卓話宜しくお願いします。

5.芹澤貞治：先週の研修会出席の皆様、ありがとう

　ございました。

6.下原満知子：所用につき、早退させていただきま

　す。

幹 事 報 告

1.他クラブの例会変更等

①沼津柿田川RC

　4月30日(月)　祝日休会　サインMU無し

②富士宮RC

　4月30日(月)　昭和の日振替休日

③富士宮西RC

　4月27日(金)　ミツバツツジ植樹例会　

　　　　　　　 於：朝霧アリーナ

　5月04日(金)　祝日休会

④富士山吉原RC

　5月03日(木)　祝日休会　サインMU無し

⑤沼津RC

　5月04日(金)　祝日休会

2.連絡事項

①次週5月03日(木祝)は、祝日休会です。

　　　　　　外　部　卓　話

　　　　　　　

　　

  みんなが知りたいモンゴルのすべて

　静岡県地域外交局地域外交課

　地域外交専門官　杉村 ゴン エルデネハタン様

　皆さんこんにちは、私はモンゴル人です。現在は、

日本に帰化し、静岡県庁で働いております。

　モンゴル国は、ロシアと中国に挟まれた内陸国で、

人口は約312万人、面積は約156万平方キロメートル

で日本の約4倍です。首都はウランバートルで人口

の約45％が住んでいます。モンゴルといえば大相撲

で活躍する白鵬や鶴竜、照ノ富士等で知られており

ますが、どのような国かは、知られておりませんよ

ね。国全体では、森林&草原地域・草原地域・砂漠

地域に分けられます。

　モンゴル人と日本人は、この世に「天からの印」

をもって生まれてきます。これが「蒙古斑」と日本

では名付けられ、モンゴルと日本の関係は、天の庇

護を受け、両国の民の心からの希望にある特別の関

係にあると思われます。

　モンゴルと日本の関係は、諸説色々ありますが、

史実で明らかなのは1019年の刀伊が北部九州を荒ら

すに始まり歴史上多くのかかわりがあり今日に至っ

ていると思われます。

　近年の日本とモンゴルの外交関係では、1991年の

海部総理大臣や、その他小泉厚生労働大臣、小渕総

理大臣等がモンゴルを訪問。また、2002年に秋篠宮

両陛下、2007年には皇太子徳仁親王が訪問されまし

た。

現在、モンゴルと日本の関係は「戦略的パートナー

シップ」として着実に進んでいます。

　こうした構築に向けて、協力関係を一層発展させ

る目的で、ハイレベル対話の促進、経済関係の更な

る促進、人的交流や文化交流の活性化、地域やグロ

ーバルな課題への取組での連携強化等を願っており

ます。もし沼津西クラブで交流の意思があれば、尽

力させていただきたいと思います。これからもよろ

しくお願いいたします。




